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期
的
に
熟
議
（
話
し
合
い
を
重
ね
る

こ
と
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
学
校
が
、
よ
り
顔
が
見
え

る
関
係
に
な
り
、
目
標
を
共
有
し
て

連
携
・
協
働
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
や
体
験
が
充
実
し
ま
す
。

地
震
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て

建
物
に
関
す
る
補
助
制
度

建
築
指
導
課
緯
運
９
１
９
１

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
（
無
料
）

　
現
地
調
査
を
行
い
、
地
震
に
対
す

る
安
全
性
を
評
価
し
ま
す
（
先
着
順
）。

対　
象　
個
人
が
所
有
す
る
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
2
階
建

て
以
下
の
一
戸
建
て
住

宅
費　
用　
無
料　
※
別
途
交
通
費
な

ど
が
必
要
で
す

②
木
造
住
宅
耐
震
化
工
事
費
の
補
助

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
（
先
着
順
）。

対　
象　
個
人
が
所
有
す
る
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
2
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅

で
、
耐
震
性
が
不
足
す
る
も
の
の
耐

震
改
修
、
建
て
替
え
、
除
却
工
事
の

ほ
か
、
こ
の
た
び
新
た
に
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
や
耐
震
ベ
ッ
ド
の
設
置
工
事

が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※
補
助
金
は
、
こ
れ
ま
で

工
事
な
ど
の
事
業
が
完

了
し
た
後
に
交
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
補

助
金
の
一
部
を
段
階
的
に
受
け
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

③
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
・
建
て
替
え

費
用
の
補
助

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
ブ

ロ
ッ
ク
塀

・
個
人
所
有
の
も
の
で
道
路
に
面
す

る
も
の

・
道
路
面
か
ら
の
高
さ
が
0
・
6
ｍ

以
上
の
も
の
（
擁よ

う

壁へ
き

の
上
に
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
塀
の
部
分

の
高
さ
が
0
・
6
ｍ
以
上
の
も
の
）

・
安
全
性
が
確
認
で
き
な
い
も
の

▲耐震シェルター

▲耐震ベッド

廿
日
市
特
別
支
援
学
校　

 
阿
品
台
分
校
見
学
会

産
業
振
興
課
緯
運
９
１
４
０

　
広
島
県
立
廿
日
市
特
別
支
援
学
校

阿
品
台
分
校
で
事
業
者
向
け
の
学
校

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　

　
第
1
回　
10
月
4
日
㈮

　
第
2
回　
10
月
7
日
㈪

※
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
広
島
県
立
廿
日
市
特
別
支

援
学
校　
阿
品
台
分
校

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

広
島
県
立
廿
日
市
特
別
支
援
学
校　

阿
品
台
分
校　
進
路
指
導
部
緯
運

８
７
７
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
へ
の 

ハ
ー
ツ
く
ん
号
の
派
遣

循
環
型
社
会
推
進
課
緯
運
９
１
３
３

　
道
路
や
公
園
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
に
、
せ
ん
定
枝
を
破
砕
し
て

資
源
化
す
る
車
両

（
ハ
ー
ツ
く
ん
号
）

を
派
遣
し
ま
す
。

せ
ん
定
枝
が
あ
る

場
合
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

・
土
や
石
は
破
砕
機
が
損
傷
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
必
ず
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

・
竹
や
笹
、
シ
ュ
ロ
、
ソ
テ
ツ
、
ツ

タ
状
の
も
の
、
根
株
、
葉
が
多
い

も
の
は
資
源
化
で
き
ま
せ
ん
。
30

㎝
未
満
に
切
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
用
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

墓
参
り
送
迎 

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

人
権
・
市
民
生
活
課
緯
運
９
１
４
７

　
お
盆
期
間
中
に
JR
宮
内
串
戸
駅
と

火
葬
場
霊
峯
苑
間
で
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
市
営
墓
地

（
霊
峯
墓
苑
・
第
二
霊
峯
墓
苑
・
第

三
霊
峯
墓
苑
）
に
墓
参
り
す
る
人
は

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期　
間　
8
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

乗
り
場　
JR
宮
内
串
戸
駅
西
口

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
活
動

生
涯
学
習
課
緯
運
９
２
０
３

　
全
て
の
市
立
小
中
学
校
が
、
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
協
議
会
で
は
、
各
学
校
で
目

指
す
子
ど
も
像
や
学
力
向
上
、
防
災

教
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
住
民
、

保
護
者
、
教
員
や
生
徒
な
ど
で
、
定

JR
宮内串戸駅発

火葬場 
霊峯苑発

8：00 9：30
10：00 11：30
12：00 13：30
14：00 15：30
16：00 17：30

注意事項
・予約は不要です。
・ 乗車定員に限り 
があります。

・ 発着地以外での 
乗降はできません。

・
適
法
に
築
造
さ
れ
た
も
の

補
助
額　
除
却
工
事
に
要
す
る
費
用

の
3
分
の
2
で
、
15
万
円
以
内
の

額
。
あ
わ
せ
て
、
軽
量
フ
ェ
ン
ス

な
ど
安
全
な
構
造
の
塀
な
ど
に
建

て
替
え
る
場
合
は
、
工
事
に
要
す

る
費
用
の
3
分
の
2

で
、
15
万
円
以
内
の
額

を
加
算
。

◆
①
～
③
共
通

申
込
締
切　
9
月
13
日
㈮
（
必
着
）

④
土
砂
災
害
対
策
改
修
費
用
の
補
助

対　
象　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

内
の
既
存
住
宅
な
ど
で

構
造
耐
力
上
安
全
で
な

い
も
の

⑤
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転 

費
用
の
補
助

対　
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
区
域
に

あ
る
既
存
不
適
格
建
築
物
の
除
却

ま
た
は
移
転
を
行
う
場
合

・
条
例
に
基
づ
き
指
定
し
た
災
害
危

険
区
域
内

・
条
例
で
建
築
を
制
限
さ
れ
て
い
る

区
域
内

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
内

◆
①
～
⑤
共
通

　
補
助
額
や
申
請
方
法
な
ど
、
事
業

内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
各
二

次
元
コ
ー
ド
で
確
認
す
る
か
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限 

9
月
2
日
㈪
市
県
民
税
2
期
、
国
民
健
康
保
険
税
2
期
、
介
護
保
険
料
2
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
2
期
、
保
育
料
8
月
、
延
長
保
育
料
8
月
、

留
守
家
庭
児
童
会
利
用
料
8
月
、
市
営
住
宅
使
用
料
8
月
、
市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
8
月
、
社
会
福
祉
施
設
入
所
者
負
担
金
7
月

■
夜
間
納
税
窓
口 

8
月
27
日
㈫
17
時
15
分
～
19
時
45
分

市
役
所
1
階
税
制
収
納
課
問
税
制
収
納
課

緯
運
９
１
１
１

新
紙
幣
発
行
に
便
乗
し
た 

詐
欺
に
注
意
！

人
権
・
市
民
生
活
課
緯
運
９
１
４
７

　
旧
紙
幣
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
な
電

話
が
あ
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
家
族
や

警
察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
は
人
権
強
調
月
間
で
す

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

人
権
・
市
民
生
活
課
緯
運
９
１
３
６

　
気
に
な
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

①
人
権
に
関
す
る
相
談
窓
口
（
人
権

に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
）

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
緯
０
５

７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

②
子
ど
も
の
相
談
窓
口
（
い
じ
め
、

体
罰
、
虐
待
な
ど
）

・
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
（
無
料
）

緯
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

－
ｅ
メ
ー

ル
（
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
「
法
務
省
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

人
権
相
談
」
と
検
索
ま

た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
）

③
女
性
に
関
す
る
相
談
窓
口

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
０

５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

◆
①
～
③
共
通

月
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17
時
15

分
受
付

④
外
国
人
の
相
談
窓
口
（
日
常
生
活

で
の
困
り
ご
と
な
ど
）

外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０

５
７
０
（
０
９
０
）
９
１
１

　
月
～
金
曜
日
9
時
～
17
時
受
付

⑤
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
相
談
窓
口

エ
ソ
ー
ル
広
島
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
電
話

相
談
専
用
電
話
）
緯
０
８
２
（
２

０
７
）
３
１
３
０

　
土
曜
日
10
時
～
16
時
受
付

◆
①
～
⑤
共
通

受
付
は
、
祝
・
休
日
、
年
末
年
始

を
除
く

福
祉
・
介
護

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

こ
ど
も
課
緯
運
９
１
５
３

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、

毎
年
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
に
よ
り
、
児
童
の
養
育
状

況
と
所
得
な
ど
を
確
認
し
、
令
和
6

年
11
月
～
令
和
7
年
10
月
の
受
給
資

格
を
認
定
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
児

童
扶
養
手
当
証
書
を
添
え
て
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
人
も
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

※
現
況
届
を
提
出
せ
ず
2
年
経
過
す

る
と
、
受
給
権
を
失
い
ま
す

※
こ
の
手
当
を
受
給
し
始
め
て
か
ら

5
年
が
経
過
し
た
人
な
ど
は
、
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
の
届
出
も

必
要
で
す

受
付
場
所　
山
崎
本
社 

み
ん
な
の

あ
い
プ
ラ
ザ
1
階
こ
ど
も
課
、
各

支
所
福
祉
担
当
（
郵
送
不
可
）

受
付
期
間　
8
月
1
日
㈭
～
30
日
㈮

※
8
月
9
日
㈮
、
22
日
㈭
は
20
時
ま

で
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
（
こ

ど
も
課
の
み
）

柔
道
整
復
・
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
適
正
受
診

保
険
課
緯
運
９
１
５
９

①
柔
道
整
復
師
の
施
術

●
保
険
を
使
え
る
と
き

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
骨
折
、
脱
臼
、

打
撲
、
捻
挫
お
よ
び
肉
ば
な
れ
の
施

術
を
受
け
た
と
き
。

●
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

　
骨
折
と
脱
臼
は
、
緊
急
の
場
合
を

除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を

得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
施
術

・
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
に
対

す
る
施
術
な
ど
。

・
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所
な

ど
）
で
同
じ
負
傷
な
ど
の
治
療
を

受
け
て
い
る
間
の
施
術
。

●
柔
道
整
復
の
療
養
費

　
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
か
か
る
療

養
費
は
、「
償
還
払
い
（
患
者
が
全

額
負
担
し
た
後
、
自
ら
保
険
者
に
費

用
を
請
求
し
て
支
給
を
受
け
る
こ

と
）」
が
原
則
で
す
が
、
柔
道
整
復

師
が
患
者
に
代
わ
っ
て
保
険
者
へ
請

求
す
る
「
受
領
委
任
」
と
い
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
医
療
機

関
へ
か
か
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に

自
己
負
担
分
だ
け
で
施
術
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
領
委
任
を
す
る
場
合
は
、
必
要

書
類
に
患
者
の
署
名
が
必
要
で
す

②
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術

●
保
険
を
使
え
る
と
き

　
主
に
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
頸け

い

腕わ
ん

症
候
群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頸け

い
つ
い椎

捻
挫
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
的
な
疼
痛

を
主
症
と
す
る
疾
患
の
治
療
を
受
け

た
と
き
。

●
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

　
保
険
を
使
う
に
は
、
医
師
の
発
行

し
た
同
意
書
ま
た
は
診
断
書
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
施
術
所
な
ど
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
施
術

　
医
療
機
関
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治

療
を
受
け
て
い
る
間
の
施
術
。

③
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術

●
保
険
を
使
え
る
と
き

　
筋き

ん

麻ま

痺ひ

や
関か

ん

節せ
つ

拘こ
う

縮し
ゅ
くな
ど
、
医
療

上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例

で
施
術
を
受
け
た
と
き
。

●
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

　
保
険
を
使
う
に
は
、
医
師
の
発
行

し
た
同
意
書
ま
た
は
診
断
書
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
施
術
所
な
ど
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
施
術

　
単
な
る
疲
労
回
復
や
慰
安
、
疾
病

予
防
の
た
め
の
施
術
な
ど
。

◆
①
～
③
共
通

　
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
施
術
を

受
け
た
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

は
つ
ネ
ッ
ト
を
開
設
し
ま
し
た

健
康
福
祉
総
務
課
緯
運
９
１
５
０

　
は
つ
ネ
ッ
ト
は
市
内
に
あ
る
各
種

相
談
窓
口
や
保
育
園
、
育
児
サ
ー
ク

ル
、
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
事
業
所
な
ど
の
情

報
を
地
区
や
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
す
。
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い
と
き

や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
い
と
き
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◀ これまでの
取り組み

▲ 野坂中学校生徒会が 
熟議に参加する様子

■
お
盆
の
家
庭
ご
み
収
集

収
集
開
始
時
間
　 

・
廿
日
市
、
大
野
地
域
：
7
時
30
分 

・
佐
伯
、
吉
和
地
域
：
8
時

お
盆
期
間
中
は
、
通
常
通
り
家
庭
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、
決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
ご
み
置
き
場
に
持
ち
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
循
環
型
社
会
推
進
課

緯
運
９
１
３
３
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